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2012年度に公開した個人・団体文書
1 ．原龍三郎文書
原蔵者　原龍三郎（1888～1968）は、長野
県出身の応用化学者。大正 2 年（1913）に
東京帝国大学を卒業し、九州帝国大学の講
師・助教授を経て、大正 6 年（1917）から
昭和22年（1947）に退官するまで東北帝国
大学・東北大学の教授を勤めた。昭和19年
（1944）の非水溶液化学研究所（その後他の
研究所とともに多元物質科学研究所に統合）
設置にも尽力し、初代所長となっている。
研究分野は幅広く、固定窒素、青化物、ソー
ダ、海水、液体アンモニアなど多岐にわた
る。退官の後、昭和23年（1948）に東北大
学名誉教授、昭和32年（1956）には日本学
士院会員、昭和38年（1962）には文化功労
者に任じられた。
文書群の内容　論文原稿・論文抜き刷り、
各種証書などが中心。自身の手による書や
墨画なども残されている。
年代　1913年～1982年
数量・編成　全96点は受け入れた時期に
よって三つに分けられる。Ⅰは1979年に非
水溶液化学研究所から寄贈されたもの（ 2
点）。Ⅱは1994年に反応化学研究所から寄贈
されたもの（ 7点）。Ⅲは2000年以降に旧反
応化学研究所から寄贈された87点で、次の
ように分類した。 1．原による論文（報告）
原稿・論文抜き刷り（19点）、 2．原による
その他原稿・記事抜き刷り（ 8点）、 3．原
以外の人物による論文原稿・論文抜き刷り
（ 9点）、4．証書・表彰・叙勲関係（16点）、
5．各種書類（17点）、 6．その他（18点）。
伝来　旧非水溶液研究所および旧反応化学
研究所から寄贈
データ公開日　2013年 2 月14日
公開条件　当館利用規則に基づき公開
利用・複写条件　原資料を閲覧。複写は利
用者本人または業者委託による写真撮影の
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参考文献等　『九葉会会報』第36号　九葉
会、1971年、東北大学百年史編集委員会『東
北大学百年史四　部局史一』東北大学研究
教育振興財団、2003年。
2 ．村岡典嗣文書
原蔵者　村岡典嗣（1884年～1946年）は、
神道、国学などを専門とする日本思想史研
究者。主著『本居宣長』（警醒社、1911年）
は、現在の宣長研究においても必読書とさ
れており、文献学という方法を用いて、日
本思想史という学問分野の確立に尽力した
人物といわれる。東京専門高等予科から早
稲田大学文学科哲学専攻に進み、早稲田大
学講師、広島高等師範学校講師・教授を経
て、1924年（大正13）に東北帝国大学法文
学部教授に着任、46年（昭和21）に退官す
るまで文化史学第一講座を担当した。
文書群の内容　中心となるのは、①講義
ノート類、②原稿類（論文、講演など）、③
資料メモ・資料抄録類など。広島高等師範
学校における講義ノートや『本居宣長』（岩
波書店、1923年、警醒社版の増補）の原稿
をはじめ、『村岡典嗣著作集』（創文社）、『日
本思想史研究』（岩波書店）に未収録の貴重
な資料が残されている。また村岡が研究班
長をつとめていた共同研究に関する資料、
村岡没後に刊行が計画された記念論文集に
関する資料など、これまでの村岡典嗣研究
で知られることのなかった資料も含まれて
いる。
年代　1902年～1975年
数量・編成　全体358点を次の 7つに分けて
整理した。Ⅰ（講義ノート類77点）、Ⅱ（原
稿類57点）、Ⅲ（別刷・刊行物33点）、Ⅳ（資
2012年度に公開した個人・団体文書 151
料メモ・資料抄録類103点）、Ⅴ（記念論文
集・全集関係資料49点）、Ⅵ（人文科学研究
報告関係資料13点）、Ⅶ（その他26点）。
伝来　本文書の大半は、昭和38年（1963）
に記念資料室として発足以来、当館で保管
されてきた資料で、その後平成11年（1999）
に旧文学部附属日本文化研究施設から移管
された36点が加わり、同20年（2008） 7 月
30日に遺族より正式に寄贈された。他に同
年 8 月 1 日に、文学研究科日本思想史研究
室より資料 5点が寄贈されている。
データ公開日　2012年10月22日
公開条件　当館利用規則に基づき公開
利用・複写条件　原資料を閲覧。複写は利
用者本人または業者委託による写真撮影の
み。電子複写は不可。
参考文献等　『村岡典嗣著作集』全 5巻（創
文社）、『日本思想史研究』全 4 巻（岩波書
店）、前田勉編『新編日本思想史研究－村岡
典嗣論文選』（平凡社、2004年）
3 ．山岳部山の会旧蔵資料
原蔵者　東北大学山岳部は、1947年（昭和
22）の学制改革により、東北帝国大学山岳
部に加え、旧制二高の山岳部の伝統をも引
き継いで活動することになり、国内外に活
動の場を広げてきた。その同窓会である「山
の会」は、部員の自発性を尊重しながら、
山岳部の活動を後援している。
文書群の内容　山岳部の国内外の活動の中
で生み出された資料群。
年代　1922年～2008年
数量・編成　全体計350点を次の 7つに分け
て編成した。A　部誌・会報・部報・ニュー
ス清渓、B　海外遠征資料、C　遭難資料、
D　山小屋資料、E　ルーム関係資料、F　
アルバム、G　ニェンチェンタンラ遠征関
連映像・音声資料。
伝来　山岳部50年史刊行の際に収集・整理
された資料について、史料館への寄贈が山
の会総会で決議され、編纂委員長の斎藤雅
英氏を通じて移管された。
データ公開日　2012年10月22日
公開条件　当館利用規則に基づき公開
利用・複写条件　原資料を閲覧。複写は利
用者本人または業者委託による写真撮影の
み。電子複写は不可。
参考文献等　新たなる高みへ－新制東北大
学山岳部50年のあゆみ－』（東北大学山の
会、2008年）、『清蹊』115号（2009年）。

